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Fig．　6．　Relationship　between　Histological　Characteristics
　　　　and　Chemotypes　in　Acori　Rhizome
　　　　I，　II，　III：　Histotypes．　A，　B：　Chemotypes　of　A．
　　　　calamus．　A－1，　A－2，　A－3　：　Chemotypes　of　A．　graminezcs
TABLE　IVに四川省重慶中薬研究所栽培および日本栽培品
のA．gramineusおよびセキショウの名称で売られている
市場品の精油成分組成を示す．四川省重慶中薬研究所栽培
品（試料85）は日本栽培品と同様2：asaroneを主成分と
し，セスキテルペン類を含まないが，未同定成分を7％含
む．
　これに対して市場品にはかなり異なった組成のものが見
られた．貴州省市場品（試料64），広西省市場品（試料65，
66），河南省鄭州市場品（試料78，79，80，82）は日本栽
培品と同様asarone（ZおよびE）を主成分とし，組織形
態からもA．graminezcsと一致する（Histotype　II，　see
Fig．3，　Fig．6）が，日本栽培品に比べ同じトリメトキシフ
ェニルプロパノイドのelemicineの含量が多い（Chemo－
type　A－1，　see　TABLE　IV，　Fig．5a）．また，河南省三州市場
品（試料69～72，77，81）はasaroneとほぼ同量か，もし
くはそれ以上の量のelemicineを含み（Chemotype　A－2，
see　Fig．　5b），これらは最大柔細胞数がやや少なく7～8個
であるが，それ以外はほぼ同じ形態学的範囲に分布した
（Histotype　II，　see　Fig．　3，　Fig．　6）．
　河南省市場品の一部（試料67，68）と東京市場品（湖
南出産）中の同一ロット3検体中の2検体（試料40，41）
は日本産A．gramineZtsと異なり，ジメトキシフェニルプロ
パノイドのZ：methylisoeugeno1を主成分とするものであ
った（Chemotype　A－3，　see　TABLE　IV，　Fig．5c）．これら市
場品（試料40～51，67，68）の内部形態は，細胞間隙を形
成する最大柔細胞数が日本産のA．gramineusとほぼ同じ
範囲（7～9個）であるのに対し，皮層中の繊維束の最大
直径が非常に大きく（160～255μm），日本産A．gramineus
とは明らかに異なった範囲に分布した（Histotype　III，
see　Fig．　3，　Fig．　6）．
　また，貴州省市場品，河南省市場品のうちには試料63，
試料68のように形態学的にはA．graminezes（Histotype
II）であるが，セスキテルペンのpreisocalamendiol
（PRE）をかなりの量（10～14％）含んでいるものも見ら
れた．
　四川省重慶市場品（試料83）は，他の市場品と全く異な
ったパターンを示し，フェニルプロパノイドよりもPRE，
SHY，　EPIなどのセスキテルペンを主成分としA．
calamusのタイプBあるいはMに近い（see　Fig．　4c）．内部
形態学的にも先に拡大したA．calamusの範囲（Histotype
I）に入り，これらのことかちA．calamusと判定するのが
適当であろうと考えた．本試料はまた多量（56％）の未同
定成分を含んでいた．
考察および結論
　以上から明らかなように，中国生薬市場においては「水
菖蒲」，「石菖蒲」の名で成分的にも形態的にもかなり異な
ったものが混同して流通していることが窺える．特に，今
回の調査試料中以下のものは次のごとく帰属さるべきもの
と考える．
　「菖蒲根」あるいは「水菖蒲」と称するもののうち，河南
省武州市場品（試料59，60）はA．gramineus（タイプ
A・1），湖北省市場品（試料53，54）は・4．graminetcs（タ
イプA・2）である．また，「石菖根」と称するもののうち四
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　　　Fig．7．　C】assification　of　Chemo－and　Histo－types　of　Acori　Plant
川省重慶市場品（試料83）はA．calamzasである（TABLE
I，II，　Judgement参照）．
　以上の結果に基づいて，改めて次のように考察する．
　アジア各地のショウブ根市販品はすべてZ：asaroneを主
成分とするタイプAあるいはタイプA，Bの混合型（M）
のもので，日本産A．calamusで見られたEPI，　SHY，　PRE
のセスキテルペン類を主成分とするタイプBのものはなか
った．東南アジア産のものはZ：asarone含量が非常に高く
典型的なタイプAであるが，中国市場品にはタイプAとと
もに混合型（M）のものも見られる．しかしいずれも総じ
てEPI，　SHY，　PREの含量が低く，多数の未同定ピークを
含む複雑な混合物であった．EPI，　SHY，　PREが全く検出さ
れなかった広西省市場品の1試料（試料58）も未同定ピ
ークを5。3％含んでいた．これら市場品では保存中に上記の
セスキテルペンが酸化を受けて未同定ピークに変化したと
も考えられる．しかし，新鮮試料の重慶中薬研究所栽培品
（試料84）においても65．7％の未同定ピークが見られるの
で，むしろ中国産ショウブの特徴と考えた方がよいであろ
う．
　吉林省市場品品の，セスキテルペン類を含まずZ：
methylisoeugenolを主成分とする試料56は，組織形態的に
はA．calamZtSであるが，本誌の位置付けについては今後の
課題である．
　一方，セキショウ根は，日本産のものと大きく異なり，
主成分とするフェニルプロパノイドの種類によって次の三
つのchemotypeがあった（Fig．6）．
　タイプA・1：日本産A．gramineusと同tw　Z一またはE－
asaroneを主成分とするもので，貴州省市場品（試料64）
をはじめ多くのものがこれに属する．なかにはZ－asarone
と同程度にEasaroneを含む試料（65，66）があった．
　タイプA－2：同じくトりメトキシ体のelemicineを主成
分とするもので，柔細胞数7～8個，皮層中の維管束の最
大直径110～140μmと組織形態的にタイプA－1と重なる．
河南省鄭州市場品に多い．
　タイプA・3：ジメトキシフェニルプロパノイドのZ－
methylisoeugeno1を主成分とするもので，湖南省産東京市
場品（試料40，41），河南省市場品の一部（試料67，68）
に見られる．
　タイプA・1とタイプA－2は，内部形態もほぼ一致し
（Histotype　II），ともにトリメトキシフェニルプロパノイ
ドのasaroneもしくはelemicineを主成分とする点でA．
gramineusと考えてよいであろう．これに対してタイプA－
3のものは形態学的にも皮層中の維管束の最大直径が
160～255μmと非常に大きく，タイプA－1，タイプA－2とは
ほとんどが異なった範囲に入り（Histotype　III），　A．
gramineZdSの変種もしくは亜種である可能性が高い．最近
中国では，「石菖蒲」の原植物をA．鰯如ηo纏SCHOTT（A．
gramineus　SoLAND）（石菖蒲）とA．　gramineus　SoLAND
var．　Pzessillzes　LEVL．（金銭蒲）に分ける説があり2），その記
載かち推定するとタイプA－1のものがA．tatarinowii，タ
イプA－3のものがA．graminezcs　var．　PZt　ssillZtSではな
いかとも考えられる．しかし，現在のところそれらの標準
品が入手できないので，これ以上の検討はできなかった．
　これらセキショウ根の多くはセスキテルペンを含まない
が，タイプA－1，A－3のいくつかにはPREを含むもの（試
料63，68）があり，セスキテルペンの有無が必ずしもショ
ウブ根との化学的判別の厳密な指標とはなり得ないことが
判明した．
　フェニルプロパノイドとセスキテルペンは生合成経路が
全く異なるので，それを考慮すればAconts属植物の
chemotypeはFig．7のような系統になるであろう．
　これらAcones属植物の各種chemotype間の遺伝的関
係については今後の課題である．
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